
新しい風とともに、令和 8年度が本格始動 

校庭の瑞々しい緑が目にまぶしい季節となりました。４月８日（水）、期待と緊張が入り

混じる中、新２・３年生が体育館に集い、着任式と始業式を挙行いたしました。 

式の中で行われた教職員の紹介では、生徒たちの温かな拍手が会場を包み込み、新体制

となった本校の門出を祝うような素晴らしい雰囲気となりました。そして１０日（金）の

入学式では、希望に満ちた２０２名の新入生を迎え、全校生徒が揃っての学校生活がいよいよ本格的にス

タートしています。 

新年度が始まってからの１、２週間は、身体測定や各種検診、学級写真の撮影に専門委員会、さらには

１年生の部活動体験入部など、たくさんの行事が続きました。生徒の皆さんも慌ただしい日々を過ごした

ことと思いますが、ようやく学校全体が落ち着きを取り戻し、日常のリズムが整いつつあります。教室で

は各教科のオリエンテーションも一段落し、本格的な授業が始まっています。特に１年生にとっては、中

学校ならではの新しい学びとの出会いです。今の「頑張ろう」という真っ直ぐな気持ちを大切に、それぞ

れの目標に向かって一歩ずつ進んでいくことを期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

友愛ネット 
学校教育目標  地域とともに創る、笑顔があり、元気な学校 

津山市立津山東中学校 

令和 ８年４月２２日 
No.２ 

～他者とのつながりを大切にし、自ら学び、行動する、じりつ（自立・自律）した生徒の育成～ 



「自分の命」を最優先に。交通ルールの再確認 

日々の登下校において、校門付近であいさつを交わす中で、いくつか気になる点があります。生徒の皆さ

んの安全のために、あえて厳しくお伝えします。 

まず一つ目は、自転車通学時のヘルメット着用についてです。残念ながら、正しく着用できていない、あ

るいは被っていない姿が散見されます。ヘルメットは、単なる決まりやマナーのためにあるのではありませ

ん。不測の事態において、皆さんの「かけがえのない命」をアスファルトや車体の衝撃から守るための唯一

の防具です。「自分だけは大丈夫」という根拠のない過信は捨て、自分の命を守るために確実に着用してく

ださい。 

また二つ目は、本校は立地条件により下校時は長い下り坂が続きます。慣れが出てくるこの時期、スピー

ドを出しすぎてヒヤッとする場面を見かけることがあります。５月にかけては、特に新入生の事故が心配さ

れる時期です。特に「しずな坂」の最後にある右カーブは、スピードが出た状態では非常に危険なスポット

です。常にブレーキに手をかけ、心のブレーキも忘れずに走行してください。 

保護者の皆様におかれましても、ご家庭にてヘルメットの重要性や通学路の危険箇所について、改めて話

題にしていただければ幸いです。学校と家庭が連携し、生徒の安全を守っていきたいと考えております。ど

うぞよろしくお願いいたします。 

 

職員紹介 

 今年度の職員です。よろしくお願いいたします。 


